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研究成果の概要（和文）：　本研究の最大の成果は、新たなディアスポラとして注目される、日本および欧米諸国に在
住するブラジル出身の移民によるメディアの現状が把握できたことである。さらには、世界最大の日系移民集団が在住
するブラジルにおいて新興メディアの手がけ人に聞き取りを行い、日系移民のメディア業界の再編を捉えた。他方、在
日ブラジル人のコミュニティ・リーダーにグループ・インタビューを実施し、メディアの活用をめぐるジレンマやメデ
ィア界の改善に向けた貴重な提言をいただいた。
　在外ブラジル移民作家の初の世界大会を参与観察したことや、各国のブラジル移民の作品を上映する初の国際映像祭
の実現に協力できたことも特筆に値する。

研究成果の概要（英文）：　The main achievement of this research project is that we succeeded in 
collecting comprehensive data about the media produced by Brazilian migrants who live in Japan, Europe, 
USA and Australia, who constitute what we call a “new diaspora”. We also interviewed the owners of new 
media enterprises by Japanese-Brazilians, enabling us to capture the restructuring of these migrants’ 
media market. Meanwhile, we did a group interview with some of the most renowned leaders of the Brazilian 
migrants’ community in Japan, and heard from them the dilemmas regarding the use of media, as well as 
their suggestions to improve the existing migrants’ media.
　Last but not least, we did participant observation at the very first worldwide meeting of Brazilian 
diasporic writers, and also hosted the first video festival held in Japan with films produced by 
Brazilian migrants living allover the world.

研究分野： 移民研究、国際社会学、メディア社会学
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１．研究開始当初の背景 

 1980年代以降に顕在化したブラジルから日
本への移住現象については多数の研究が蓄積
されてきたが、先行研究では少なくとも２点
において限界が見られた。第１に、移民が創
るメディアの実態と役割について詳述した研
究が不足していた。次に、ブラジルと日本と
いう二カ国間の歴史的・経済的関係を強調す
るあまり、実は同時期に多くのブラジル移民
が日本以外の国々に離散したことの意味と意
義が十分に吟味されていなかった。他方、在
日ブラジル人メディアについては日本国内の
他のエスニック集団との比較はなされてきた
が、他の国に移住したいわゆる「在外ブラジ
ル人」のメディアとの比較は皆無に等しかっ
た。 

 我々は日伯両国において日系移民による
「エスニック・メディア」について継続的な
共同調査および単独での調査を重ねてきた。
その過程で、リーマン・ショックに続く経済・
雇用危機が各国のエスニック・メディアに壊
滅的な打撃を与えたという事実（例えば日本
のブラジル系新聞は全滅した）や、東日本大
震災後に情報不足ゆえに在日ブラジル人が混
乱したことから、あらためてこのメディアが
果たす役割の重要性を確認した。また大震災
を機に、経営難が深まり存亡が危惧されるブ
ラジルの日系新聞が貴重な情報源として機能
し、その存在意義が再び注目された点にも注
目した。これまで蓄積した業績と問題意識か
ら、我々はエスニック・メディアの国際比較
の意義を確信した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の主たる目的は新たなディアスポ
ラとして注目される、日本および欧米諸国に
在住するブラジル出身の移民によるメディ
アの現状把握と、メディアの生産・活用法に
関する国際比較であった。さらには、世界最
大の日系移民集団であるブラジル在住の日
系移民が生産するメディアの実態把握と、移
民によるメディアの活用法にも着目した。 

 日本、米国、英国、伯国という居住国の違
いが移民によるメディアの生産・利用といか
に相関するかについて、各国でのフィールド
ワークを通して解明した。移民の個人・団体
が政治・経済・文化活動でメディアをいかに
活用しているか、それによっていかなる言論
空間・公共空間が形成されているかに注目し
た。メディアというレンズを介して「在外ブ
ラジル人」アイデンティティの創成と日系移
民社会の転換期を同時に記録・分析した。在
外ブラジル系メディアの基礎資料として活用
され得る「総目録」の作成も目的とした。 
 

３．研究の方法 
本研究では各国でのブラジル系メディアの

現物や基礎データの収集と同時に、その生産
者および活用者に対する聞き取り調査が中心
となった。よって研究方法は次の４点に分け
られた。①日本および欧米諸国のブラジル系
メディアの実態把握と現物収集。②代表的な
媒体の本社を訪れ、経営陣や編集部員への聞
き取り調査を実施。③在伯の日系メディアに
ついては、サンパウロ市の各紙で聞き取りを
行って最新の動向を把握。④各国において、
生産者であると同時にメディアの活用者でも
ある「コミュニティ・ジャーナリスト」への
聞き取り、およびメディアと深い関わりを持
つ受け手、すなわち「メディア・サポーター」
への聞き取りを実施。 
 とりわけ①については、在外ブラジル人の
メディアに関する信頼性の高いデータが存
在しなかったため、まず、日米欧におけるブ
ラジル系メディアの基礎データを収集し、比
較分析した。主として米国、日本、英国、豪
州のメディアを考察したが、これは異なる時
代に海外へ離散したブラジル人とそのメデ
ィアを比較する上でも有意義だと考えたか
らである。 
 米国は 1980 年代頃からブラジルを去った
人々が向かった最初のエルドラドであった。
日本は出入国管理および難民認定法の改正
後の 1990 年代に日系を中心としたブラジル
出身の移民流入のブームが起こった。英国や
豪州への流入は日本と同時期の 1990 年代に
顕著になり、2001 年の 9.11 事件以降、米国
への入国が困難になったために新たなエル
ドラドとしての地位を確立した。以上のとお
り、日本より歴史が古い米国でのブラジル系
メディアと、日本より歴史が浅い英国や豪州
でのブラジル系メディアとの比較により、在
日ブラジル人のメディアをめぐる様々な課
題が相対化できると考えられた。 
 
４．研究成果 
 本研究の最大の成果は、これまで基礎デー
タが揃っていなかった在外ブラジル系メデ
ィア、なかでもとりわけ印刷媒体の実態が把
握できた点である。米国においてブラジル系
メディアが多いという点が確認できたが、こ
れはブラジル移民の多さを鑑みれば、予想で
きなかった。むしろ大きな発見だったのは、
英国において多数のブラジル系メディアが
存在していることである。これは、英国在住
のブラジル人が政府による推計よりも多い
ことを示唆しているかもしれない。豪州にお
いては、我々の研究期間中に印刷媒体の成長
と衰退を追跡することができた。日本のブラ
ジル系メディアは新聞がすべて廃刊となっ
たという意味では米国や英国に比べて衰退
しているが、フリーマガジンが依然として商
業誌として旺盛という意味では豪州に勝っ
ている。各論としては、たとえばスペインの
ブラジル系雑誌がポルトガルへの進出を試



みるというトランスナショナルな戦略など、
欧州ならではのメディア・アントレプレナー
の戦略も興味深かった。いずれにしても、在
日ブラジル人の「エスニック・メディア」を
「在外ブラジル系ディアスポラ」の一員、す
なわち「ディアスポリック・メディア」とし
て位置づけて再考したという点において、
我々は未開拓の分野を切り開いたといえよ
う。ところで、最も目立った傾向の一つは、
媒体の創刊や廃刊が想像以上に激しかった
ということである。そこで、印刷物としての
「総目録」を発行してもデータの有効性が短
命になり兼ねないという点を考慮し、我々が
収集した基礎データは更新が可能なウェブ
での公開がより有効だと考え、準備中である。 
他方、ブラジルの日系メディアについて特筆
すべき成果としては、最も発行部数が伸びて
いるといわれるポルトガル語主体の雑誌
Revista Mundo OK の編集長、そして沖縄系移
民の新聞 Uchiná Newsの社長および編集長等
への聞き取りができたことである。前者は移
民の若い世代に支持されている点が興味深
く、後者は「日系」コミュニティの中でも独
自の文化活動が際立つ沖縄系の人々のアイ
デンティティを解読する貴重な手がかりと
なり得る。 
 当初の計画で掲げたとおり、メディアの送
り手のみならず、限定的ながらも利用者の研
究にも着手できた。日系ブラジル人集住地か
ら文化的架橋者と目される「メディア・サポ
ーター」5 人を選び、長時間におよぶグルー
プインタビューを実施し、メディアの「評論」
に止まらず、その改善に向けた「提言」も抽
出できた。  
 社会への還元を兼ねた研究活動として特
筆すべき試みは、武蔵大学を会場に、我々が
在外ブラジル人による第一回 Video Fest を
共催したことである。これは日英米など各国
に在住するブラジル系の映像作家による作
品を上映する国際ビデオ祭であり、日本で開
催されたのは初めてのことである。 
 他方、各国に離散している在外ブラジル系
作家による初の世界大会（於：ロンドン）を
参与観察できたのも大きな収穫である。ビデ
オ祭にせよ作家大会にせよ、在外ブラジル人
のトランスナショナルなネットワーキング
にまつわるイベントの「第一回」を研究でき
るという幸運に恵まれた。 
 以上のような成果を日本語のみならず、ポ
ルトガル語や英語での国際学会や国際シン
ポジウムにおいて公表した。とりわけポルト
ガル語でも発表・執筆したことにより、我々
のデータやその分析の妥当性を当事者（ブラ
ジル移民やブラジル系メディア関係者）が検
証できる手だてとなった。 
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